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は じ め に   

近年の経済・社会情勢や雇用構造の変化などを背景として，キャリア教育を，  

子どもたち一人ひとりの社会的・職業的白立に向け，必要な知識，技能，態度を  

育む教育と位置付け，義務教育から高等教育に至るまで体系的に推進することが  

求められています。   

このため，本県においては，平成16年度に全国で初めて「キャリア教育推進  

フォーラム」を開催し，キャリア教育の普及・啓発を図るとともに，平成19年度  

からは「キャリア教育実践協議会」を毎年開催し，県内すべての公立小・中・  

高・特別支援学校の教員及びPTA関係者の参加を得て，キャリア教育の深化・  

充実に努めてきたところです。   

また，各学校においては，生徒や地域の実態に応じて作成された全体計画に  

基づき，各教科・科目の授業の見直しをはじめ，大学訪問やインターンシップ  

などの多様な体験学習を実施するなど，キャリア教育の視点に立った教育活動の  

充実・改善を進めているところです。   

こうした中，平成22年4月から先行実施される新しい高等学校学習指導要領の  

総則に，学校の教育活動全体を通じたキャリア教育の推進が盛り込まれるととも  

に，同じく平成22年4月から実施する山口県教育ビジョンの新実行計画では，  

本県教育の柱の一つとしてキャリア教育の推進が位置付けられたところです。   

県教委では，平成19年度から平成21年度までの3年間，文部科学省の委託を  

受け、岩国総合，徳山北，宇部西、田部の県立高等学校4校を推進校として，  

高等学校におけるキャリア教育の在り方に関する調査研究を実施し，キャリア  

教育に係る具体的な学習活動やキャリア・カウンセリングについて，それぞれの  

学校の状況に応じた取組を進めてきました。   

本報告書は，各推進校が実施した調査研究の成果と課題についてまとめるととも  

に，平成18年3月に県教育委員会が作成した『キャリア教育学習プログラム』の  

一部を再掲しております。   

各学校におかれましては，本報告書を十分に御活用いただき，家庭・地域社会・  

産業界等との連携を一層深め，生徒一人ひとりの社会的自立を支援するキャリア  

教育に積極的に取り組んでいただきますようお願いします。  

平成22年3月  

山口県教育委員会  

高校教育課長 束 田 浩一   



目  次  

はじめに   

第1章  山口県におけるキャリア教育・・  
キャリア教育のねらい  キャリア教育の現状と課題  

キャリア教育の進め方  今後の取組の方向性  

・Pl  

キャリア教育の概念図  発達段階に応じて，夢や自標を考える視点  

小・中・高を通じた児童生徒の成長のイメージ  

家庭，地域，産業界等と連携したキャリア教育  

第2章 調査研究の概要… …・  
調査研究の趣旨及び期間等（国の実施要項から）  

・P4  

本県の調査研究の概要  調査研究協議会で出された意見（抜粋）  

第3章 推進校の取組  P88 
学校の概要  キャリア教育の効果的な指導内容▲指導方法の充実・改善  

キャリア・カウンセラーの活用の在り方  その他の取組  

まとめと今後に向けた課題  全体計画  年間指導計画  

（1）県立岩国総合高等学校   

（2）県立徳山北高等学校   

（3）県立宇部西高等学校   

（4）県立田部高等学校  

P 8  

P 18 

P28  

P38  

・P48  第4章 参考資料。  

（1）「キャリア教育学習プログラム」再掲  

平成18年3月 山口県教育委員会発行   

（2）県内公立高等学校の状況（平成21年度未調査より）  

キャリア教育に係る活動実施状況（全日制・定時制）   

（3）関係法令等  

教育基本法  教育振興基本計画  高等学校学習指導要領  

P48  

P59  

P61   



¢現状・軒机拍埴育軌跡蛮性鑑対す愚埋幹部家庭・磯城・葺革帯等で進鮎頂草軋  

・囁職噂インター㌢㌢㌢ヂ聴ぜ怖農婦な苧智語鞄摩葡凛七ぜ蕃た． 

t 高専無櫨新鹿薬算盤酔義挙囁進学率・就旛専政近年上鼻Lr馴通。  

・嘩鱒東寮決定戯まま高等学校馨草葉す偏者拍朝背任丑国に捷揃耳悔鴫  

靡頑顛・軸酔蓋凄蓉碑ぼし将来蓉嘲り軌、割に肇起す包轟致無塵力酵憂患亀拙娠束  
・コ皇ユニ訝一計ヨy能力を奇癖た泉圃常備密集宅由薗育成部必要  

・r人世華酔薗滴姫一畳催すた嘩一車苧撰鼎簡かち鞄帝廉鮪軸譲が戯要  

・学校重森巌・地嬉・鹿畿廉零とぬ一鹿療連塊協力が必宴  

キヤ刃ア教育府遭抱   
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職場体温  
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0次の盈甘の能力の育成に重点を置いた指導の充実  

・夢や目嘩を具体化L，実現に向けた道筋を描いて進んでいく能力   
■ 散票Å起Lて生きていく上での基盤となるコミュニケーション偉功  

0す戎ての畢掠噂粗端的なキャリア教育を推進  

・本県のキャリア教育にノ別＼ての共通裡解  

・各学校由実態と児童生鞋のニーズ等を踏まえた取組  

0・小・申・高を通じた系統的■計画的な取組の実施  

・児童壁徳一Aひとり申様子や状況の確某な引継ぎ  

・キャリア教育に関する情報を校聴聞で共有  

口学校せ葡虞・地域・産薫屏等との一層の連携  

・家庭や鰭頓に弾ける取組軍曹盈・啓発  

ふ「  

重電塾葡育応濃度赴遮」」転毎乱』鞋拝辞革蔑学習噂贋轟  

ー1－   



政江象蛭恕仕  轟卑サリア赦青  
二二   

‾‾ ■■  ‾   

頗聾薩嘩肇替宙醇轍時世耳，畠恐喝韓嘩∴「自分がb庶出岩出唱甜電着轟  

こと．1「社会が褒めていること」のバランス奄図りながら、発達設膣に栢じて縄跳凹な  
顛寧奉行う崖  

‡ケ‾  逗‾■＝耕；・・■、二  

一 昔 －   



第1章  山口県におけるキャリア蓼育  

【夢】  

［情報収集】  

自分偏したいこと．好きなことを＿見っける。  

感動俸鹿や人と昭出会いを通して．自分野生青首奄見いだす辛がかりを得患。  

夢琶菓親するた捌こ戯重な椿報起集める。  

・侍ら航た情報を屯と旺．何痘ず叡ばよ掃かを青息甚。  

亡素行・韓力］・い畠取・り組むぺ普学習や活動について．専克たことを蛮行する。  

・夢価尭嶺に向けた蘇溝直群銀していくた妙に男・力する．  

［振り返り】・これ監での努力を振田返り．首線鼻鹿巾や考え養生と軌 盤喫す苺。  

・自己理解を韓埴ながら，将来社会人としてどき為るぺ書かを考ぇ魯。  

・夢壷．より具体鞄なものに高歯苺。  

キャリア教育喜推進す為に当たり、．学校鄭毎家庭や地凰産業界に対して働垂加寸を行う。  

■  

ロ子ども亜夢旺ついて蒙億でも対顔を  

0あい音つなどの基車的血生活替償却身に   

付■くようた  

0革革等邸囁掛分丑を与える卓引こ  

0幼児や高齢者在どと触れ合う機会埴  

白ボランティア活動や地域旧集り鹿どで責任   

ぁる役割が確験で昔るように   

0産‾業界関係者と載帝鼻が相互に話し合い．   

理麻L食ら墳の設定  

日耽萄見学．脾囁倖艶 イシターンシ豆プ   

寄掛受入現について協力依願  

日学陪せ紆乳級集計酷 マナー讃智．生徒   

と辟ディ呆カッションなど鞄漁師を依頼  

日「やまぞち教育応援団」好登録愚依願  

一 度→   



第2葺 調査研究の概要  

（趣旨）・   

近年．著者が職菓について考ぇたり適訳・韓豪華先選町甘る傾向．抽わ嘩埴モチトリア払構向＝骨  

造埴意識頭目斡藩辞が希薄恕ま患進撃令就膝甘春着の増加が持推さねてい軋掛こ．己舟構向観  

高等学校個背徳科にぉいて背いので牲粒も輔と助指席が為るb   

また．若者自立一助観戦暗余滴申鹿骨人材育成施策酎まじ坊として 各種垂薩・樟言等旺おいて，  
キャリア丑育の推進が重要でぁる専と盛り込蓋軋てしゝるところで為る．   

このた軌高専単軌 特に普通科高掛己宙け各キャリア教育巷充実するた軋①高等苧按に掛サ  

るキャリア敢育．⑰高等学校卒業者及び中適者への岳薫湛の在り方について嘩討すること．鞋どを  
調査研究課題とした事業を実施する．  

〔委嘱期間） 平成1g年産から平成飢年度まで（3年間）  

（妻腐先） 軍帽届府県11g高等苧撹  

1 ■調査研究の内容及び目的  

キャリア教育の専門的知識を有する外部  

人材の活用の在り方  

方生き方 愕付  捷 －，リア郵  

学事仁 紐学楳  ヨ   Fの先に房  ・の横坑を支援する  

■  

＋   

‡生き方の・臣  

▲  F一一屯  

⊂ 犀所思の吉野Il  

‾苧 
． 

ヱ 許査研究計画  

平成l畔鹿 キャリア教育を来臨庸る土で田各華掛こ剖蕾る具体酪敵視層中洗い出し  

平成湘軍眉 キャリア散骨曙充実・改善掛茫吟個展俸酷方策仲実偲と検証  

平成別年産 研究成果のまと掛攻撃具俸前垂践方法由膜下へ個普及  

ナ・＿＿4 ＝－   



第2章 調査研究の概要  

違 葡鼓軸鮨・  

■＿＿1   

ヰ 静査研‾究協商全委員〔推進横関係者及び高嶺朝育課長巷臆く）  

壬平鹿増額喪ヨ・  

田中 埼毛出口東曹アド三世をヨ封菅㌢ダー裡寄掛 減資農  

産席 偉観（」F蘭捧工費蘇所鞘尊称茸）  

藤由 ≡森組亡血口諺敵感敵襲泰盛細聴盛衰億廟錘長廟起立  

楷貴 簡一群萬丑育等草塀君平良彗合金副生尉   

f串鹿部年度主  

審尭 衛慶仙口東学アFミッション世才ぎー哉攫1  粥資長  

野師 一三（株式貴社才ぎ守借着糎辞裡敵顧  

椴鹿．鬼子（聴塵非洩承諾親臨塊ヨ彗ユニ争耳壷意義代表道  

在酵 辟覿（澗商工尭諌所縁草郡長）  

藤崎 典子転粧轟程・光点商苛穂か品身一抽蕗昏ンセ矛－）  

宙♯ 沓一触畳替歯蒔聴轟密密静聴薬療嘩鞍課長端尉  

伊藤 芽喋勤王蒔等苧醍PT良港億糞資長j   

【平成酎輯】董コ  

松田 嘩亡山臼涛草アドミッシヨシセンター葡掛  賞賛長  

藤碑 －「三（韓盛静態フジマ托轟取満額社長寛  

政轟 崩予聴痙兼営制醇勤牡嵐ヨミュニ予ザ寅重義精勤  

握常 備斡亡下蘭商工会辣軒韓簿坪酎  

尾崎 常軍（兼帯韓・米産葡聴嶺牌属官一膝宙望シセき－〕  

金轟 韮義【山口藩鹿轟曲集療虚報総菜安産盛観長嶺底〕  

轟損島健司〔県恕最高等学校㌘で且連語馨餐昆  

ー ■昏 －  



tキャリア教育とは】  

幸一ワー揮恐  

臣■ 直馳秤薗韓贅酔静観疎辞軒軒軒酌訝訝暫軒弘  

田 諜盤解醜貯劫昧威癖由鱒癖由で膏変れ凱  

キー℡－畔魯  汎用濁  

0 幸平甘ヂ教育性闇加哲恋敵奄「占：療よう怠進路転   

進あ貯噛喪鹿能義」壷藩軸詮垂葡畠鮎  

キーワード③  

田 中帝り許臆暗闇凄む亀転轟海鴨旺摸鞄重な番勃の苛瞳なく，生徒   

改野証癖癒蓮如等閑魔魔偲摺鹿慮触康博虻才蘭越潤蘭画掩 博部囁  

良二嶽顧  

、一誌妄言二  
将軍帯聾撃誇りつし  

離適意葡轟遍在  

臣 キキリヂ帯嗣監熱帯専管哲鞘聾嶺師柑富簸ち潅いという発想で行事海沿署種板賦  

星寒帯豆ア教育の藤零性】  

キーワ■一声嘩  コ葺ユニ節一勤－ヨ：  

0 尭九藍棒甘副鮭鉄泉Aと助コ彗ユ＝計一ショ封鞋と魯轟魚群尭嘲で療就  

ロ コ彗ユニ賢一シ畠シ儲力錯育成乳 牛ヤ呵宇教育藍舶督群常春較習幣愚意丑健太督を主ぷ  

口 コミュニケ一致慧才能竜顔育成顔中で，状据制勝力やマナー老若態掛こ付肝て敬しいモ  
幸一ワ一旦画  失敗から釘丑奄直射  

0 小重点講戦陣賛既 発始骨挫折笹東町商え†断定甜日帯重畳てで筆者耳嘩申藍替る廿  

日 尭赦帝挫折恕藍静額面語義赦に対応す魯九勝正す巻能力を削こ衛柑ること辟先囁闇魯「  

キーワード＠  

ロ 日揮檻向赤軍で欝力甘皐嘩最新L礎申で方嘩転換しで萄対応で草愚考享王づ聴解苺マ  

ロ 車ヤu皆勤菅費適√Lて什 自喪心摩青首ていくこと執成劫酔秘訣で蘇凱  

陣サリ7載背嚢無上申寧寄点】  

キーワード⑦  盤誌ぬ立像鈎鹿惑尭  

ロ 盤鞍部費紆削こ鞋番己とが蒔いよ軋・計引郵鳴昏町野軒掛貯で拍常任野暗部女切習晶患  

白 骨担任寮監就宅酷捌こどうす軌ぼ臣怖かせ山頂己と饉柑で簸ギ，「芭鮎隆掛野鞋草や軽い廊」■   
最件韓赴イ廣一密叡晶最良忠恕る定立によ鷹i恩素顔揺尭白i自己聾軸虹屯コ腹が毎曹  

専一・ワ一群薗  い立てない  

8 「早く兢鞄凱藍追い酢竜王史ほよくない．担叫票囁で軸「避執が必要嘩轟奉書  

野「韓一志聾し軸韓脇恕串」己と沿海う巷養殖尭Lて逝く盛垂が晶鮎  

【インターン′シ撃プ】  

キーワード昏  

・田 中翠按野降堺降許で曜†世事草野卑」こ古，帯革亜サン厨－ンか専頭菅抵「仕事怨む寝い魔   

人菅却魯」こと一 大華甲枯r九重射った上で棄旺社葬巷却凱 こ藍群瞥鞄と海嶺宰  

ロ イ封密一計封軒プ密行う鼓，骨癖仕事転載官た歯忠何番して癖宅戒告酔直解く蓉息巻吉とに   

成り．大学等侃勒進学菌碗敬亮一ま愚烏  

口 尭撃進学者軋．避由筆戦・学科増刊菅華儲か轟葛温最上で．捧許す笥己聖招意味ほ大昔斗彗。  

一石 －   



之章 調査研究の概要  

幸一ワード㊥  とぬ蓮撫  ■■Ⅷ■  

連購を固竜上で尭切で轟軋  

‾r ‾  

Q 草棲として．祭りなど地域町様増政行事陪賓献手軒竃こと軌  

凸 →人ひとりの我見軌 経営者と人間開偉をつくって接しい。  

【キャリア・カウンセリング】  

キーワ一声⑬  外部力申ンセ  ラーの活用  

0 執景でない著に葡費陶いてもらうこと鈍 重徒にとって新鮮であり．効果が尭書い．  

田 虫征旺とって．外部カウンセラーに相談す愚ことl屯 はじ埴は鑑抗がある。叔且の適切な柵   

苦かけにより．横鐘崎に用談す竜ようにな軋 効果・が高まる．  

キーワード画  教員によ轟キャリア・カウンセリング  

中 外部カウシセラー旺牲仁義鼻陪対するコンサルテーションの役割群ある．  

日 生唖のF得意」．「不碍者」「中りたい」「や吼た引田刊等をしっかりと聞いてあげ竜こと旺   
より自己理解を支壊するの蛙i教具の喪割でぁる。  

【保話者とのかかわU】  

キーワード画  保護者に対するキャリア教育  

0 親や敷島も合札 一生懸命働く人の姿を見て，キャリアに対する意識が身に付く．  
0 保護草が我が子の現状を知ることが，その硬のキャリア教育につながる。  

キーワード画  者の協力  

0 輝かしい催歴をもった方だけでなく，社会で町挫折体験を－もつ方も含め，講師などの・酵で保   

護者に積極的に協力してもらう。  

○ 学校がキャリア教育に対する姿勢．目棲や目呪 力リキュラムを書ちんと保接着旺示すこと   

により，PTA会韓の費目を工夫するなどして，金銭面で支援できる可能性がある。■－‾  

【地域・産業界・上級学校等とのかかわり】  

キーワード画  相手の立場を考える  

日 進持説明会や職業人講商の講師を依頼する場合，目的をきちんと説明する必要がある．  

〔〕行事計画を組む場合．学校の都合に企業の日樫を合わせてもらおうとするのではなく．相手   

の都合に配席することが必要である。  

キーワード奄l  教員の偏相方  

0 キヤー」ア教育由参考になる．経営論やビジネスマナーに関する串などを読んではしい。  

0 学校の中に．PTAや企業などと由連携をコ廿ディ幸一卜する能力をもった教員がどれだけ   

いるかが1協力を得るに当たって曙薩とな患。地域や企業の活動に協力する政見が必要である。  

．＿   【キャリア教育推進上の課題】  

白地域に開かれた学校づくり  

0保草昔を馨一書こんだ取組の推進  

0学校と地域■企業等をつなくコーディネート触の・育成  

0一社金治動書を見据えたキャリア敢膏の推進  

ロ・学校に掛チるキャリア教育の構造化の推進  

0鞍科の力とヰヤリア形成に必要な力との関係の藍眉  ■ ＿■■   
人間関係コくリ  
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